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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間のわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続き、景気は緩やかな回復傾向を持続しま

したが、個人消費や企業収益の改善に足踏みが見られる状況にありました。海外では中国をはじめとするアジア新

興国や資源国の景気の下振れを受け、円高・株安が進行するなど、海外経済の不確実性に左右されやすい状況にあ

りました。

 当社グループが属する建設業界におきましては、東北の復興関連事業に加え、首都圏再開発を中心とした民間の

設備投資と幹線道路整備などの建設投資が堅調に推移し、底堅い需要が続きました。また、技能労働者、資機材、

車両の不足感は一服しましたが、労務費の高止まり傾向は続き、公共投資の減少や着工及び進捗の遅延などの不透

明な状況が見られました。

 このような環境の下、当社グループは、品質の向上に取り組み、地域に密着したきめ細やかな営業活動による受

注の拡大と全社的なコスト削減により利益の確保に注力してまいりました。また、安定供給のための保有量確保を

行いつつ、各地域において建設資材の有効利用を進めてまいりました。さらには、受注工事の着工及び進捗遅れや

受注活動における価格競争の影響を受けつつも、採算性を重視した営業活動を展開してまいりました。

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は76億33百万円（前年同四半期比９億58百万円増）、営業利益

は１億58百万円（前年同四半期は営業損失１億73百万円）、経常利益は２億27百万円（前年同四半期比１億45百万

円増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億47百万円（前年同四半期比１億２百万円増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は415億46百万円となり、前連結会計年度末と比較して13億71百万円の減

少となりました。その主な要因は、建設資材が７億49百万円減少、受取手形及び売掛金が３億円減少したことによ

るものです。

 当第１四半期連結会計期間末の負債合計は168億45百万円となり、前連結会計年度末と比較して11億46百万円の

減少となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金が６億13百万円減少、未払法人税等が２億74百万円減少

したことによるものです。

 当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は247億円となり、前連結会計年度末と比較して２億24百万円の減少

となりました。その主な要因は、第68回定時株主総会決議による配当金３億27百万円によるものです。

 以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末に比べ1.4ポイント上昇し、59.5％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 建設業界を取り巻く環境は、防災・減災を目的としたインフラ整備に加え、東京オリンピック・パラリンピック

関連工事やリニア中央新幹線整備等の建設需要が期待されますが、労務費の高止まりや価格競争等、受注における

採算面の厳しさが継続するものと予想されます。

 平成28年５月13日に公表いたしました平成29年３月期の第２四半期連結累計期間及び通期の連結業績予想は変更

しておりません。なお、今後の情報収集等により見直しが必要と判断した場合には、速やかに開示いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

 

（４）追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,111 1,068 

受取手形及び売掛金 13,127 12,827 

商品 161 164 

建設資材 17,545 16,796 

仕掛品 19 21 

貯蔵品 40 49 

その他 303 303 

貸倒引当金 △54 △36 

流動資産合計 32,255 31,194 

固定資産    

有形固定資産    

土地 4,454 4,454 

その他（純額） 2,361 2,275 

有形固定資産合計 6,816 6,730 

無形固定資産 655 637 

投資その他の資産    

その他（純額） 3,251 3,045 

貸倒引当金 △61 △61 

投資その他の資産合計 3,190 2,984 

固定資産合計 10,662 10,351 

資産合計 42,917 41,546 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,604 7,991 

短期借入金 6,180 6,180 

1年内返済予定の長期借入金 351 309 

未払法人税等 310 35 

引当金 328 148 

その他 1,006 1,096 

流動負債合計 16,781 15,761 

固定負債    

長期借入金 624 577 

退職給付に係る負債 85 44 

その他 501 462 

固定負債合計 1,211 1,084 

負債合計 17,992 16,845 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,626 3,626 

資本剰余金 5,206 5,206 

利益剰余金 16,878 16,698 

自己株式 △806 △806 

株主資本合計 24,903 24,723 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 242 172 

退職給付に係る調整累計額 △221 △195 

その他の包括利益累計額合計 20 △23 

純資産合計 24,924 24,700 

負債純資産合計 42,917 41,546 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 6,674 7,633 

売上原価 5,754 6,406 

売上総利益 920 1,226 

販売費及び一般管理費    

報酬及び給料手当 418 413 

賞与引当金繰入額 100 86 

退職給付費用 32 50 

その他 542 517 

販売費及び一般管理費合計 1,093 1,067 

営業利益又は営業損失（△） △173 158 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 4 5 

受取地代家賃 43 43 

売電収入 3 20 

その他 224 31 

営業外収益合計 276 102 

営業外費用    

支払利息 9 11 

売電費用 3 14 

その他 7 7 

営業外費用合計 21 34 

経常利益 82 227 

特別利益    

固定資産売却益 1 0 

特別利益合計 1 0 

税金等調整前四半期純利益 83 228 

法人税、住民税及び事業税 10 13 

法人税等調整額 28 67 

法人税等合計 39 81 

四半期純利益 44 147 

親会社株主に帰属する四半期純利益 44 147 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 44 147 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 48 △70 

退職給付に係る調整額 9 25 

その他の包括利益合計 57 △44 

四半期包括利益 102 103 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 102 103 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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